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１．はじめに
今日の小学校体育は、生涯スポーツの基礎教育の立
場を強調し、運動に対する愛好的態度の育成と体力の
向上などを目標に掲げている。しかし、運動やスポー
ツの楽しさ、スポーツにおける人間関係の楽しさを正
しく教えるべき体育授業の場で「体育嫌い」「運動嫌い」
の子どもが実際には存在している。これらの多くは体
育の授業の実践により、子どもたちの運動への興味・
関心に影響を及ぼしていることが関係していると考え
られる。そして、体育の授業での様々なきっかけを通
して、体育・運動が好きになったり、嫌いになったり
することに繋がる。
また、近年では子どもの体力低下が叫ばれている。
室内ゲーム機の普及や塾通い、治安の悪化などにより
外で遊ぶ機会が減少したり、遊ぶ場所がなくなるなど、
社会・環境の変化に伴い、このような事態が起きてい
ると考えられる。このため、子どもたちの運動の場を
必ず確保できる「体育」の重要性は、より一層増して
いる。
体育は昔から子どもたちに好かれる教科の一つであ
る。岡野ら??が行った調査でも体育を「好き」と答えた
子どもたちは８割を超えた。しかし裏を返せば、約２
割に満たない子どもたちは体育が嫌いであるという結
果も得られた。賀川ら??によると、学齢期に体育を嫌い
になってしまった子どもは、将来も運動嫌いになって
しまうと指摘されるように、小学校児童の体育嫌いは
生涯にわたる運動実践に大きな影響を及ぼすと言える。
すべての子どもたちが体育を好きになることは難し
いことかもしれないが、体育嫌いになる原因はどこに
あるのか。そのような研究は過去に数多く報告されて
いる。
例えば、阪田??は、体育嫌いに関する理論的研究のな
かで、教師が叱咤激励をするだけでどうすればできる
ようになるのかの方法を教えなかったり、目先の記
録・結果だけを評価するなど、教師の指導が体育を嫌
いにさせる要因に関係していることを指摘している。
伊藤ら??も、体育嫌いの生起に関わる要因として体
育教師の性格、指導理念、指導方法などを挙げている。
また、兵頭ら??は体育嫌いを作る要因として、体育授
業の場における教師行動に着目し、小学生を対象に教
師の指導法について調査研究を行った結果、できない
子が劣等感を抱く授業、言われたとおりに動くだけの
一方的な授業、優しさや親しみのない指導などが子ど
もを体育嫌いにさせる教師要因として示された。した
がって、体育嫌いをなくすためには、教師自身に関わ
る要因と、教師の指導方法に関わる要因に目を向ける
ことが必要であると指摘している。
一方、秦泉寺ら??は、小学生を対象にするだけでな
く、小学校教師も対象にして調査研究を行っている。
小学生に対しては、子どもを体育・運動嫌いにさせる
要因に関する内容を尋ね、その結果、「先生が一緒に運
動しない」や「先生ができる人もできない人も同じ方
法で教える」などの子どもを「体育嫌いにさせる教師
行動」が明らかになった。また、教師を対象に行った
調査では、教師自身が学生時代（小学校～大学）に「体
育の授業が嫌いだった」、また「課外で自由にスポーツ
ができるなら体育は教科に加えなくてもよい」などの
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教科体育について否定的見解を持っている教師の割合
が予想以上に高いことも明らかになった。そして、こ
のような否定的見解を持つ教師が体育嫌いの児童を無
意識のうちに再生産している可能性があると指摘して
いる。
このように、子どもが体育を嫌いになるのは、教師
による問題が大きく関係していることが先行研究でも
数多く報告されている。しかし、それらの調査研究の
多くは、子どもや学生を対象にしているものであり、
教師を対象にしているものは数少ない。
ただ、体育は実技を中心とする教科であるため、他
の座学中心の教科に比べ、子どもだけでなく教師個人
の得手不得手や好き嫌いが出やすい傾向があると考え
られる。もちろん、体育を嫌いだから授業が下手、つ
まり子どもが嫌がる授業をしているとは限らないし、
また体育を好きであるからと言って、上手い授業が行
えているとは限らない。「できる」と「わかる」は違う
と言われるように、体育が好き、できるからといって
良い授業が行えているとは限らない。
多くの先行研究では、子どもが体育を嫌いになるの
は、画一的な授業や個々のレベルに合わせない授業な
どといった教師の指導方法や、評価の仕方など、教師
による問題が大きく関係していると指摘されている。
そこで本研究では、小学校教員を対象として、教科
体育に対する意識及び指導方法に関するアンケート調
査を行い、体育好きの教師と体育嫌いの教師による指
導方法、体育の位置づけの違いを明らかにした上で、
教師の体育好き・体育嫌いが子どもを「体育嫌いにさ
せる教師行動」とどのような関連性があるのかを明ら
かにすることを目的とする。
なお、本研究では、秦泉寺ら??の先行研究で明らかに
なった「体育の嫌いな子どもの教師に対する要求」及
び、教科体育に対する否定的見解を「体育嫌いにさせ
る教師行動」とする。
２．研究方法
2．1．調査方法
和歌山市内の小学校５校に在職する教師100名（男性
38名、女性62名）を対象に質問紙によるアンケート調
査を実施した。調査は各学校の校長先生を通じて配
布・実施されたため、回収率は100％であった。また、
有効回答率も100％であった。
調査内容は、①プロフィールに関する項目（４項
目）、②指導方法に関する項目（16項目、４件法）、③
体育の位置づけに関する項目（17項目、４件法）の計
37項目の設問とした。なお、②については秦泉寺ら??の
先行研究で用いた質問紙を参考に設問項目を作成した。
これらの設問の冒頭で「あなたが行っている体育の授
業について答えて下さい」と説明し、自分の授業につ
いて当てはまる程度を４件法（よく当てはまる４点
～全然当てはまらない１点）によって回答を求めた。
③については岡野ら??の先行研究および秦泉寺ら???の
先行研究で用いた質問紙を参考に設問項目を作成した。
これらの設問の冒頭では「あなたの体育に対する考え
を答えて下さい」と説明し、自分の考える体育の位置
づけについて４件法（とても思う４点～全然思わない
１点）によって回答を求めた。なお、②および③にお
ける設問は、先行研究より明らかになった「体育嫌い
にさせる教師行動」から抽出したものである。
2．2．分析方法
アンケートの結果から体育好き群と体育嫌い群に分
類して比較を行った。問１～問４については単純集計
を行い、問５～問37については回答結果を点数化（た
だし、問７、10、12、33、36、37は逆転項目）し、回
答の平均値の相違を調べるためにｔ検定を行った。こ
れらは全て５％未満を危険率とした。
３．結果及び考察
3．1．プロフィールに関する内容
プロフィールに関する質問項目は表１のとおり。
3．1．1．体育の好き嫌いについて
表２は、体育好き・体育嫌いの人数・割合を示した
ものである。体育嫌いの教師が全体の約３割を占めて
いることがわかる。これは、教員志望の大学生を対象
に行った予備調査註)とほぼ同様の結果であった。
3．1．2．性別による体育の好き嫌いについて
図１は、男女別にみた体育好き・体育嫌いの割合を
示したものである。体育嫌いの割合が、男性では２割
に満たないのに対して、女性では４割近くを占めてい
ることがわかる。先述の大学生への調査でもほぼ同様
の結果が得られており、男性よりも女性の方が体育嫌
いの割合が高い傾向にあることが確認できる。
平成22年度学校基本調査（文部科学省）によると、
小学校教員の62.8％が女性である。すなわち、女性教
員の割合が高い小学校現場では体育嫌いの教師の割合
が高い可能性があると推測される。
表１ プロフィールに関する質問
表２ 体育好き・体育嫌いの内訳
小学校教師の体育好き・体育嫌い
48
3．1．3．体育の好き嫌いと運動好嫌について
図２は、体育の好き嫌いと運動好嫌についての割合
を示したものである。体育を好きな人のうち、現在に
おいても運動をすることが好きな人の割合が極めて高
いことがわかる。一方、体育が嫌いな人のうち、運動
も嫌いな人が約６割にのぼることが示された。これは
先行研究でも指摘されているように、学生時代に体育
を嫌いになってしまうと、その後将来にわたって運動
をすること自体が嫌いになってしまうということが関
係していると考えられる。
ここで注目したいのは、体育嫌いのうち、約４割は
運動が好きであると答えていることである。いわゆる
「運動好きの体育嫌い」である。つまり、運動をする
ことは好きであるが、体育の授業は嫌いであるという
もので、その原因は授業内容にあると考えられ、すな
わち教師の指導方法・指導内容にその要因があると言
えるのではないか。
3．1．4．体育の好き嫌いと運動習慣について
図３は、体育の好き嫌いと現在の運動習慣について
の割合を示したものである。体育嫌いの人の現在の運
動習慣の割合については、前項における体育嫌いの人
の運動好嫌の割合とほぼ同様の結果が示されており、
体育嫌いの人の運動好嫌と現在の運動習慣には関連性
があると言えるだろう。一方、体育好きの人について
は、前項では運動好きと答えた割合が非常に高かった
のに対して、現在運動をしていると答えた人はその半
分以下であった。すなわち「体育好きで、現在も運動
している」人が運動好嫌の比率に比べるとかなり低く
なっていることがわかる。これは、多忙な職業柄にお
いて運動をするための余暇時間が確保できなかったり、
加齢にともなう身体的要因などから運動する機会が
減ってきているなどの理由が考えられる。
3．2．指導方法に関する内容（表３）
指導方法に関する内容について、体育好きの教師と
体育嫌いの教師で回答の平均値に相違があるかを調べ
るためにｔ検定を行った。体育好きの教師が有意に高
い項目は「子どもを褒めるように心掛けていますか。」
（p＜0.05）、「子どもが嫌がる言葉を使うことがあり
ますか」（p＜0.05）、「勝敗をつけるなど、競争をする
授業が多いですか」（p＜0.05）、「子どもに任せた運営
を取り入れていますか」（p＜0.01）であった。上記４
項目について、以下で考察を試みる。
①「子どもを褒めるように心掛けていますか。」
褒めるという行為は子どもを成長させる一つの手だ
てである。一方、叱って子どもを成長させるという手
だてもある。どちらを選択するかは、子どものタイプ
や場面にもよるが、褒められて嫌な思いをすることは
ないだろう。先行研究によると、教師はできる子ども
ばかりに目がいって、できない子どもをあまり見よう
としないことがあると指摘されている。子どもにとっ
て、教師に褒めてもらえるということは自分のことを
見てもらえている、認めてもらえたという受容感を得
ることで学習の意欲が高まり、教科に対して好意を持
つようにもなる。
大学生を対象にした予備調査においても、体育好き
の学生に比べて体育嫌いの学生は、小学校での体育の
授業で先生があまり子どもたちを褒めていなかったと
回答している。
この項目については、二つの群を比較してみると体
育好き群が有意に高い値を示したが、体育嫌い群にお
いても平均値が3.5点以上と高い値を示しており、体育
図１ 性別による体育好き・体育嫌いの割合
図２ 体育の好き嫌いと運動好嫌についての割合
図３ 体育の好き嫌いと運動習慣についての割合
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の好き嫌いに関わらず教師たちは、体育指導の場面に
おいて子どもたちを褒めるように心掛けていることが
わかる。強いて言えば、体育好きの教師は自身が体育
を好きになった要因の一つとして、学生時代の体育の
授業で先生に褒めてもらったという体験をより多く
持っていると考えられ、子どもの能力を伸ばす手だて
の一つであることを身をもって感じてきたから、体育
の授業で子どもを褒めるように心掛けていると言える
のではないだろうか。
②「子どもが嫌がる言葉を使うことがありますか」
子どもが嫌がる言葉を使うということは、簡単に言
うと子どもを傷つける可能性があるということである。
また、そうしたことにより運動に対する自信をなくし
てしまったり、学習の意欲を低下させることもあるだ
ろう。さらには、子どもが教師に対して不信感を抱く
ことで教師と子どもとの信頼関係が崩れてしまう危険
性がある。子どもが感じる教師に対する好意度と教科
（授業）に対する好意度には少なからず関連があると
考えられ、先生が嫌いだからその教科が嫌いになって
しまうということが子どもたちには時として見うけら
れる。つまり、体育嫌いの教師は、自身が体育を嫌い
になった要因の一つとして、学生時代の体育の授業で
先生に嫌な言葉を言われたという体験を持っている場
表３ 指導方法に関する内容についての回答結果
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合が多いと考えられる。ゆえに、自らの実体験にもと
づき、子どもたちにできるだけ嫌がる言葉を使わない
ように心掛けているのではないかと推察される。
③「勝敗をつけるなど、競争をする授業が多いですか」
勝敗をつけたり、競争をさせると必然的に子どもた
ちの能力の差が顕著にあらわれる。スポーツ教材にお
いて競争をするという要素は切り離せないものであり、
またそれによる楽しさが包含されていることは言うま
でもない。ただ、それらを中心に据えたり、過分に取
り入れた授業を展開してしまうと、運動に対して苦手
意識を持った子どもにとっては他人と比較されてしま
うことで劣等感を抱いてしまう恐れがある。秦泉寺
ら???の先行研究でも述べられているように、安易に競
争へとかりたてる授業は、子どもを体育嫌いにさせて
しまう危険性もある。そのため教師は、評価の方法に
ついて十分に留意する必要がある。
体育好きの教師は学生時代から運動が好き、または
得意であったため、体育の授業においても勝敗をつけ
て競争し合うというスポーツの面白さである競技性を
享受し楽しんでいたと考えられる。ゆえに、体育嫌い
の教師に比べて、より競争をさせることに対して肯定
的または寛容であると推察される。
④「子どもに任せた運営を取り入れていますか」
子どもに任せた運営をするということは、子どもの
自主性を重んじ、自分たちで考えさせて行動させる授
業形態を行うことである。子どもに自主的な活動をさ
せられるということは、まずは子どもに対する信頼が
あるからこそできることであり、体育授業に対する自
信の表れとも言えるかも知れない。しかしながら、こ
れは十分な準備がなされていないと単に放任的な授業
になってしまう危険性があることも注意しなければな
らない。前項で示されたように、体育好きの教師が競
争を好んで、放任的な授業を展開してしまったなら、
ただゲームや試合をやらせているだけ、遊ばせている
だけのものになってしまう。体育好きの教師が陥る可
能性がありうることとして肝に銘じなければならない。
一方、体育嫌いの教師が子どもに任せた運営を取り
入れずいわゆる教師主導の授業を行う傾向があるとい
うのは、自分が体育を嫌いだからこそ頑張ろうという
思いで、すべてを自ら主導して授業を進めてしまうの
か、あるいは体育が得意ではないという自信の無さか
ら子どもたちに任せる余裕がないのかはわからない。
ただ、教師からの一方的な授業になってしまうと、子
どもにとっては、ただやらされるばかりのつまらない
授業になってしまう恐れがあり、体育を嫌いになる要
因の一つと言える。それは、大学生への予備調査にお
いても、体育嫌いの学生は体育好きの学生に比べて、
小学校の体育の授業で教師が一方的な授業をしていた
と答えていることからもわかる。
3．3．体育の位置づけに関する内容（表４）
体育の位置づけに関する内容について、体育好きの
教師と体育嫌いの教師で回答の平均値に相違があるか
を調べるためにｔ検定を行った。体育嫌いの教師が有
意に高い項目は「体育の授業は個人差への対応を大切
にするべきだと思いますか。」（p＜0.01）であった。
先行研究においても、体育嫌いの子どもは先生が個
人差の対応をしてくれないことを体育嫌いになる理由
の一つにあげており、体育嫌いの教師も同様に学生時
代のそうした体験を一つの要因として体育を嫌いに
なったことが考えられる。ゆえに、自分が教師として
子どもたちに指導していく際には、個人差への対応を
丁寧に心掛けていこうと考えているのではないか。
一方、体育好きの教師は学生時代の体育の授業に対
して概ね満足感を持っており、個人差への対応につい
てあまりストレスを感じることなかったと推察される。
体育が好きで、運動が比較的得意な立場にあるときは、
個別の対応の必要性を意識することが少なかったので
あろう。ともすれば、教師は運動ができる子どもを基
準にして、そのレベルに合わせた授業を展開してしま
うことがある。運動が苦手な子どもは同じようにはで
きず、取り残されたような感覚に襲われ不満を抱くよ
うになることが考えられる。体育嫌いの教師は、こう
した子どもたちの気持ちを理解しやすかったのではな
いかと言える。ただし、体育好き群においても平均値
が３点以上と高い値を示しており、個別の対応への配
慮が認められると言えよう。
体育の位置づけに関する内容についての項目では、
「個人差への対応について」以外の項目では有意な差
が認められなかった。体育の目的や教科の意義につい
て問うた項目であるため、個人的な得手不得手や好き
嫌いに関わらず教職教養を備えた現職教員ゆえに大き
な差が見られなかったと考えられる。ちなみに、教員
志望の大学生への予備調査では多数の項目において、
体育好きと体育嫌いで有意な差が認められた。これは、
教員志望とはいえ指導経験のない大学生はやはり自分
本位で捉えて、体育嫌いの学生はそのまま体育に対す
る否定的な考えを回答していることが容易に推測でき、
指導現場にある現職教員との相違は歴然であった。
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４．まとめ
以上、小学校教師を体育好き群と体育嫌い群に分け
て、子どもを体育嫌いにさせる教師行動に関するアン
ケート調査の結果を提示し考察を行った。その結果、
それぞれの群について以下のような傾向が見られた。
体育好き群では、体育の授業において子どもが嫌が
る言葉を使ったり、勝敗をつけたり競争をするような
内容を多く行う傾向があった。体育嫌い群では、体育
の授業で子どもの自主性に任せた運営をあまり取り入
れない傾向があった。
体育好きの教師は自身が体育が好き、あるいは運動
が得意だったために、そうした体験にもとづいた体育
の楽しさを知っている反面、体育や運動に苦手意識を
持つ人たちへの眼差しや気持ちの理解が必ずしも十分
ではないため、子どもを体育嫌いにさせる教師行動に
陥る可能性を孕んでいる。体育嫌いの教師は、体育や
運動に対するネガティブなイメージから脱することが
できれば、より楽しさや面白さを子どもたちに伝える
ことができるであろう。
今回の調査では、個人的な体育の好き嫌いに関わら
ず、総じて教科体育に対する否定的見解は見られず、
表４ 体育の位置づけに関する内容についての回答結果
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プロ意識の高い教師たちであった。
今後は、予備調査の結果も踏まえながら、教師にな
る前の学生のうちに、すなわち教員養成の段階におい
て、体育嫌いの学生にはいかにしてそのイメージを払
拭させるか、また体育好きの学生には運動が苦手な子
どもたちへの眼差しをどのように育てていくかが課題
であろう。
註
本研究の予備調査として教員を目指す大学生を対象
に同様のアンケート調査を行った（男子67名、女子65
名の計132名）。回答結果を巻末に参考資料として掲載
する。なお、プロフィールに関する内容については省
略した。小学校教員に対して行った調査の「指導方法
に関する内容」については、大学生には小学校の時に
受けた体育授業を思い出して回答するよう求めた。質
問項目のうち、教員としての指導経験がないと答えら
れない設問は除外した。体育好き・体育嫌いの内訳は
表５のとおり。
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